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1. はじめに 

 我が国の経済活力の向上において，物流およ

び大型車両の役割は重要であり，国土交通省は，

適正利用者に対する許可手続き簡素化とともに，

重量超過等の悪質な違反者への厳罰化という基

本方針を示した[1]．手続き簡素化に向けて国土

交通省では ITS技術を活用した通行許可制度の新

たな運用の検討を進めており，車両の走行履歴

を含むプローブデータを記録する ETC2.0 対応車

載器[2]（以降，ETC2.0 車載器）の活用を考えて

いる．一方，厳罰化に向けては，違反車の取締

り頻度や個所を増やすなど取締り強化に係るコ

ストの低減が大きな課題である．本稿では，違

反大型車（以降，違反車）の効率的な取締り支

援を目的とし，大型車交通量データと ETC2.0 車

載器を搭載している大型車（以降，搭載車）の

プローブデータを組み合わせることにより，

ETC2.0 車載器を搭載していない大型車（以降，

非搭載車）の通行経路を推定する方式について

提案する． 

 

2. 非搭載車の通行経路推定 

 非搭載車の通行経路を推定するにあたり，搭

載車のプローブデータを収集するために，

ETC2.0 車載器と ITS スポット（路側機）を利用

したシステム[3]（以降，ETC2.0 プローブ収集シ

ステム）を利用する．また，個車を特定できる

情報を含むプローブデータ（以降，特定プロー

ブデータ）を利用する． 

 図 1に非搭載車の通行経路推定に向けた検討の

流れを示す．第 1ステップでは，推定対象とする

個所（以降，対象地点）での大型車交通量デー

タと，対象地点を通行する搭載車の特定プロー

ブデータを用いて，対象地点を含む道路区間に

おける非搭載車の交通量を推定する．第 2ステッ

プでは，対象地点の個所を増やし，非搭載車が

通行する道路区間をつなぎ合わせることで，非

搭載車が多く通行する経路を推定する．このよ

うにして，非搭載車がどのように通行している

のかが推定できれば，違反車をどこで取り締ま

るのが効率的なのかがわかるようになると考え

る．以下，本稿では第 1ステップについて述べる． 

 

 
図 1：第 1ステップ(左)，右：第 2ステップ(右) 

 

3. 非搭載車の交通量推定方式 

 搭載車の特定プローブデータを利用し，(式 1)

により非搭載車の交通量 Qnを推定する． 

Qn = Qa－Qe     (式 1) 
 

 Qn：対象地点における非搭載車の交通量 

 Qa：対象地点における大型車全体の交通量 

 Qe：対象地点における搭載車の交通量 

 

 (式 1)の大型車全体の交通量 Qaは，例えば，全

国直轄道路に設置している車両感知器（以降，

常時観測機器）から得られる．(式 1)の搭載車の

交通量 Qe は，特定プローブデータを用いて算出

する． 

 ここで，(式 1)の大型車全体の交通量 Qaは，固

定設置の常時観測機器による計測が一般的であ

ることから，対象地点の範囲は限られる（現状，

全国約 700個所）．しかし，図 1の第 2ステップ

では，対象地点の個所を増やす必要がある．そ

こで，対象地点に可搬式トラフィックカウンタ

を一時的に設置し，ある一定期間だけ計測した

大型車の交通量を用いることにより，他期間の

大型車の交通量を推定することとした．これに

より，効率的に対象地点の範囲および数を拡大

できる．しかし，この推定にあたり，交通量は

年間を通して 20%程度も大きく変動[4]すること

があるため，一定期間計測した交通量をそのま

ま他期間の交通量として扱うのは正確ではない． 
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 そこで，ある一定期間だけ計測した大型車の

交通量データと，特定プローブデータを組み合

わせることにより，常時観測機器を設置してい

ない期間の大型車全体の交通量を推定する方式

を提案する．この方式において，以下の 2つのフ

ァクターを考慮する． 

  ① 季節などによる月ごとの交通量変動 

  ② 普及傾向にある搭載車の台数変化 

 

 ある月 i の対象地点における大型車交通量 Qa,i

を推定する式を(式 2)に示す． 

Qa,i = Qa,0×(qi/q0)×(u0/ui)   (式 2) 
 

Qa,i:推定月 iの大型車交通量[台/日] 

Qa,0:計測月の大型車交通量[台/日] 

qi:推定月 iの特定プローブデータによる交通量[台/日] 

q0:計測月の特定プローブデータによる交通量[台/日] 

u0:計測月の特定プローブデータによるユニーク台数[台/日] 

ui:推定月 iの特定プローブデータによるユニーク台数[台/日] 

 

 (式 2)の(qi/q0)により，季節などによる月ごとの

変動を補正する．(式 2)の(u0/ui)により，搭載車台

数の月ごとの増減による影響を補正する．なお，

ユニーク台数とは，同一の大型車が何度通行し

ても 1台とカウントする台数を示す． 

 

4. 方式評価 

 愛知県豊川 IC～日進 JCT 間上り下り区間（以

降，評価区間）の大型車交通量データを用いて

(式 2)で推定する大型車交通量の精度評価を行っ

た．対象地点数は 12地点，期間は 2014年 9月～

11 月の平日（土休祝日以外）のデータで評価し

た．特定プローブデータは，ETC2.0 プローブ収

集システムを用いて，評価区間上の 12 個所の対

象地点を通過する ITSスポットから収集した． 

 図 2に評価結果を示す．図 2は観測交通量と推

定交通量の相関図を示す．図 2(a)の各点は(式 2)

の計測月を 9月とした場合の 10月と 11月の交通

量を推定した結果を示す．また，直線は線形近

似した結果を示す．同様に，図 2(b),図 2(c)は計

測月 10月，計測月 11月として他月の交通量を推

定した結果を示す．精度評価として R
2 値から観

測交通量と推定交通量には相関のあることが確

認できた．また，確度評価には対象地点数 nとし

て(式 3)の平均誤差率を用いた． 

  平均誤差率＝1/n×Σ(|観測交通量－推定交通量| 

         ／観測交通量×100) (式 3) 

 

 本方式による平均誤差率は 6～10%程度であっ

た．一般的な交通量計測における装置計測誤差

である 5%程度に対して本方式の推定精度は十分

であるとは言えない．しかし，利用した特定プ

ローブデータ数が大型車全体の 0.5%程度と少な

いことを勘案すると，特定プローブデータ数の

増加に伴い，推定精度が向上すると考える． 

 

 
図 2：観測交通量と推定交通量の相関 

 

5. おわりに 

 本稿では，ETC2.0 車載器から収集するプロー

ブデータを利用して，非搭載車の通行経路を推

定する方式を提案した．また，一定期間計測し

た大型車交通量データと特定プローブデータを

組み合わせることにより，固定的な常時観測機

器を設置していない期間の大型車交通量および

非搭載車の交通量を推定可能とする方式を評価

した． 
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